
 

 

 

 

 

   

 

 

夏休みの課題に、タブレット学習を取り入れてみるのはいかがでしょうか。 

例えば、次のような活用が考えられます。チャレンジしてみましょう！ 

  ①夏休みの思い出を写真に撮ってくる。 

その中の１枚を学校で友達に見せながら、夏休みの思い出として発表する。 

    （クラスルームで提出させても良いし、端末に保存して使っても良いと思います。） 

 

  ②読書した後に、読んだ本の写真をとって、一言感想を付け加える。 

    （手書きで追加したり、ロイロノートを使って文章を打ち込ませたりもできます。） 

 

  ③事前に日時を決めておき、ミーティングを開いて近況を確認する。 

    （宿題の進め方で困っている所などがあれば確認できます。） 

 

  ④体育学習発表会の表現運動について、教員が決めたことを伝える。 

    （曲を聞かせたり、基本的な動きを見せたり、基礎練習をさせたりすることもできます。） 

 

  ⑤課題作文をタブレットを使って作成し、始業式前に提出させる。 

（夏休み中に添削すれば、２学期開始後すぐに返却し、指導に移ることができます。） 

 

  ⑥国語や算数の課題をタブレットを使って出題して解答させる。 

    ※今後、学研の教材が導入できれば、自動採点と提出管理システムがあるため、便利です。 

 

   

  以上のことを実現するためには「事前に持ち帰って、家で接続できるか検証すること」

が必要となります。 

  ５年生、６年生はほとんどの家庭が無事に接続することができています。その他の学年でも、持

ち帰りをさせて活用したいという場合は、ICT 担当までお声かけください。できるかぎり丁寧にサ

ポートします。 

ICT通信  
青梅市立第六小学校研究部 

発行者 研究部 竹原弘樹 

発行日 令和 3年７月２日（金） 第１６号 


